
警察

近隣知人

家族親戚
福祉事務所
学校等

その他
（医療機関、匿名など）

警察 11,120件
（全体の63.6%）

前年度比9％増

学校等 1,010件
（全体の5.8%）
前年度比45.3％増

国

県

国件数県件数

令和元年度
17,473件

前年度比
2,139件増
（13.9％増）

【対平成22年度比】
埼玉県 令和元年度 5.0倍

【対平成27年度比】
警察 2.6倍
学校等 1.9倍

※さいたま市を含む [出典]厚生労働省 福祉行政報告例

（１）児童相談所における児童虐待相談対応件数の推移

（２）経路

資料令和元年度 児童虐待相談対応の状況
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( )内は前年度 ( )内は前年度 ( )内は前年度

中学生
14.1(13.9)%

高校生他
7.9(7.1)%

０～３歳未満
19.4(20.7)%

３歳～未就学
24.4(25.5)%

小学生
34.3(32.8)%

その他
5.6(5.9)%

継父等
4.6(5.2)%

継母等
0.4(0.6)%

実父・実母で9割近くを占める 心理的虐待が６割を超え、
昨年度に引き続き最も高い

就学前の乳幼児の割合
が昨年度に引き続き４割
を超える

性的虐待
0.9(0.7)%

身体的虐待
21.4(21.0)%

保護の怠慢・拒否
15.6(17.7)%

心理的虐待
62.0(60.6)%

実母
48.4(48.5)%

実父
41.0(39.8)%

・夫婦間でのDV目撃
・児童への暴言

（３）虐待をした者 （４）虐待の種別 （５）児童の年齢

令和元年度 児童虐待相談対応の状況
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